
　

こ
れ
か
ら
10
月
頃
ま
で
は
、

大
雨
、
台
風
な
ど
で
災
害
が
発

生
す
る
危
険
性
の
高
い
時
期
と

な
り
ま
す
。
家
族
で
非
常
時
の

持
ち
出
し
品
の
準
備
や
避
難
場

所
の
確
認
を
行
い
、
風
水
害
に

備
え
て
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
で
の
対
策

①
避
難
場
所
や
町
内
の
危
険
箇

所
の
確
認

　

各
家
庭
に
配
布
済
の
「
熊
野

町
総
合
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。）
に
よ
り
、
自

宅
付
近
の
地
形
や
避
難
場
所
や

危
険
箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

※
広
島
県
防
災
Ｗ
Ｅ
Ｂ
内
の
土

砂
災
害
ポ
ー
タ
ル
ひ
ろ
し
ま
で

も
危
険
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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災
害
の
傾
向
と
し
て
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
連
絡
方
法
の
確
認

　

集
合
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
決

め
て
お
い
た
り
、
災
害
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
を
活
用
す
る
な
ど
の
連

絡
方
法
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

も
重
要
で
す
。

　

被
災
地
で
は
通
信
障
害
で
直

接
連
絡
が
取
れ
な
い
事
も
あ
り

ま
す
。
離
れ
た
場
所
に
住
む
家

族
や
親
戚
、
知
人
の
家
を
連
絡

先
に
し
て
、
連
絡
を
取
り
合
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。

⑤
情
報
収
集
と
早
め
の
避
難

　

最
近
は
、「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
短
時
間
で

の
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携

帯
電
話
な
ど
で
、
情
報
を
収
集

し
、
災
害
に
備
え
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
情
報
を
入
手
し
た
ら

自
主
的
に
早
め
の
避
難
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

●
広
島
県
防
災
情
報
メ
ー
ル

　

通
知
サ
ー
ビ
ス

　

広
島
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
通

知
サ
ー
ビ
ス
は
、
県
内
の
あ
ら

か
じ
め
設
定
さ
れ
た
地
域
の
気

象
情
報
や
雨
量
、
水
位
な
ど
の

情
報
を
メ
ー
ル
で
登
録
者
へ
提

供
す
る
も
の
で
す
。

③
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

　

左
表
は
一
例
で
す
。
こ
の
他

に
、
乳
幼
児
や
介
護
を
受
け
て

い
る
人
な
ど
個
々
に
合
っ
た
備

え
が
必
要
で
す
。

　

荷
物
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な

ど
の
両
手
が
使
え
る
カ
バ
ン
に

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
重
さ

の
目
安
は
、
男
性
で
15
㎏
、
女

性
で
10
㎏
程
度
で
す
。

④
身
の
回
り
の
安
全
対
策

　

自
宅
な
ど
の
塀
・
石
垣
や
窓

の
強
化
な
ど
、
家
屋
の
補
強
も

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て

通
知
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
設
定
方
法
】

梅
雨
・
台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う

立地条件 注意点

川に沿った低地 風と洪水

高い所 地滑りと風

がけに近い所 がけ崩れ

谷川に沿った地域 土石流

貴 重 品 現金、通帳、印鑑など

非 常 食 乾パン、缶詰、水など

応急医薬品 胃腸薬、風邪薬など

日 用 品 軍手、毛布、ライターなど

衣 類 上下着、タオルなど

避 難 用 具 ラジオ、懐中電灯など

非常持ち出し品の例
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空
メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。

※ 

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
の
設
定

を
し
て
い
る
人
は
、
空
メ
ー

ル
を
送
る
前
に
、
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か
ら
の
返
信
メ
ー
ル
を
受
信

で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め

設
定
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

３ 

．
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
に
記

載
さ
れ
て
い
る
専
用
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。
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に
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。
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QRコード

（二次元コード）

　

看
護
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和

52
年
か
ら
広
島
、山
口
両
県
の
国

立
病
院（
現
国
立
病
院
機
構
）
に

39
年
間
勤
務
さ
れ
、最
後
の
８
年

間
は
看
護
部
長
と
し
て
、若
手
の

育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
の
言
葉

　

少
女
時
代
か
ら
あ
こ
が
れ
て
い
た

看
護
師
に
な
り
、
仕
事
の
大
変
さ
は

あ
り
ま
し
た
が
、看
護
す
る
こ
と
の
喜

び
や
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
39
年

間
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
身
に
余
る
受
章
、
ま

た
、今
日
ま
で
長
年
勤
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
、病
院
ス
タ
ッ
フ

に
恵
ま
れ
た
こ
と
、家
族
や
友
人

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
本
当
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

叙
勲
と
は
、
国
家
ま
た
は
社
会

に
功
労
の
あ
る
人
を
勲
等
に
叙
し

て
勲
章
を
授
与
す
る
こ
と
で
す
。

 

（
地
域
振
興
課
）

平
成
29
年 

春
の
叙
勲
受
章

瑞
宝
双
光
章

 

下
髙　

惠
子
さ
ん
（
川
角
）

　４月25日に、熊野町内の全小

学校の１年生203人を対象に、

熊野第一小学校グラウンドと熊

野第四小学校グラウンドにおい

て、交通安全教室を開催しまし

た。

　今年度は、西濃運輸株式会社

のご協力により、横断歩道の渡

り方や、トラックからの死角体

験による交通指導を行なってい

ただきました。

　死角体験では、実際に児童が

トラックの運転席に乗り、運転

席やサイドミラーから見る際に

どこが死角になる位置なのかを

目で見て理解してもらいまし

た。

　今後も交通ルールの遵守およ

びマナーについて、児童・生徒

に対して指導を徹底するととも

に、各関係機関と連携し、交通

安全教育の推進に努めます。

 （学校教育課）

小学１年生を対象に交通安全教室を開催しました。

　

５
月
21
日
㈰
に
広
島
市
安
芸

消
防
署
熊
野
出
張
所
の
指
導
の

も
と
、
熊
野
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
、
熊
野
町
消
防
団
と
役
場
職

員
に
よ
る
水
防
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

出
水
期
で
の
水
災
害
に
備
え

る
た
め
、
ロ
ー
プ
結
索
・
土
の

う
作
成
・
シ
ー
ト
結
合
・
シ
ー

ト
張
り
工
法
を
行
い
ま
し
た
。

 

（
総
務
課
）

熊
野
町
消
防
団
が

水
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

－ 3 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'17/６月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'17/６月号　－ 2 －


